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事
会
の
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き
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き

（平成２４年６月末現在）

理事会風景

  　

 　
　

 　

期
日 

９
月
24
日(

月)

   

場
所 

松
山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

　
　第

一
号
議
案　

　

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
書

　

の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
公
益
社
団

法
人
へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
移
行

認
定
申
請
書
の
申
請
内
容
と
申
請
予

定
月
（
平
成
24
年
11
月
）
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

　

新
規
事
業
と
平
成
24
年
度
収
支　

　

補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

新
規
事
業
の
実
施
及
び
事
業
実
施

に
伴
う
収
支
補
正
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た
。

<

新
規
事
業>

　

①
低
所
得
高
齢
者
等
支
援
と
中
山

　
　

間
部
高
齢
者
生
活
支
援
の
連
動

　
　

に
よ
る
支
援
体
系
構
築
事
業

　

②
高
齢
者
ニ
ー
ズ
（
買
い
物
等
）

　
　

サ
ポ
ー
ト
事
業

　

③
社
会
福
祉
法
人
・
松
山
市
母
子

　
　

会
会
計
等
事
務
委
託

第
三
号
議
案

　

諸
規
定
の
改
正
等
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
諸
規
定
の
一
部
改
正
と

営
業
推
進
員
の
選
任
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　

①
事
業
推
進
機
構
設
置
要
綱
の
一

　
　

部
改
正
に
連
動
す
る
諸
規
定
の

　
　

改
正
に
つ
い
て

　

②
営
業
推
進
実
行
委
員
会
の
一
部

　
　

改
正
に
つ
い
て

　

③
営
業
推
進
員
等
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

　

事
業
運
営
会
議
報
告

○
総
務
担
当
報
告

　

・
会
報
編
集
委
員
会
報
告

　

・
松
山
ま
つ
り
野
球
拳
お
ど
り
の

　
　

取
組
に
つ
い
て

○
事
業
担
当
報
告

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
　

に
対
す
る
健
康
保
険
不
適
用
の

　
　

裁
決
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

・
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

○
介
護
担
当
報
告

　

・
平
成
24
年
度
第
１
回
介
護
担
当

　
　

会
議
に
つ
い
て　

　

・
介
護
保
険
事
業
の
課
題
に
つ
い

　
　

て

○
女
性
活
動
担
当
報
告

　

・
女
性
会
員
活
動
活
性
化
委
員
会

　
　

報
告

○
営
業
担
当
報
告

　

・
営
業
活
動
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

・
技
能
講
習
会
実
施
計
画
に
つ
い
て

○
地
域
班
担
当
報
告

　

・
地
域
活
性
化
委
員
会
報
告

　
　

事
務
局
報
告

○
書
面
審
議
結
果
報
告

○
第
１
四
半
期
事
業
実
績
報
告

○
高
齢
者
施
策
を
担
う
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
要
請
に
つ

　

い
て

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
ひ
め
３
１
１
賛
助
会
員

平成２４年度第１四半期事業実績

平
成
平
成
2424
年
度
年
度

　

第
２
回
定
例
理
事
会
開
催

第
２
回
定
例
理
事
会
開
催

【
議
事
審
議
内
容
】

【
事
業
報
告
】

項目
区分

受注件数
(件）

就業延人員
（ 人日）

4,597

62,531,189

78,558,611

49,185,064

前年度対比
(％）

公共事業

緊急雇用対策事業

98

489

2,587

介護保険

公
民
内
訳

助成金等事業

一般労働者派遣事業

契約金額（円）

2,065

2

184

4,897

142 521,100

21,693,023

102.9

102.1

115.4

94.8

-

105.1

71.4

民
間
事
業

一般企業等

個人家庭

独自事業 2,262,900

3,115,759

66,575,573

11,544

10

2

17,889

13,485

798

341



　

今
年
か
ら
趣
向
を
変
え
千
舟
町
よ

り
の
出
発
、
堀
之
内
会
場
で
も
演
舞
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
か
ら
大
街
道
に

か
け
て
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
。

　

踊
り
の
チ
ー
ム
は
、
企
業
連
25
チ

ー
ム
・
団
体
連
33
チ
ー
ム
・
サ
ン
バ

23
チ
ー
ム
の
参
加
で
松
山
シ
ル
バ
ー

連
は
10
日
（
金
）
企
業
連
と
し
て
総

勢
50
名
の
参
加
で
6
番
目
18
時
30

分
千
舟
町
会
場
を
ス
タ
ー
ト
。

　

そ
の
後
、
堀
之
内
会
場
へ
移
動
し

て
踊
り

20
時
ま

で
元
気

よ
く
踊

っ
た
。

 

恒
例
に
な
っ
た
「
坂
の
上
の
雲
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
夏
季
大
清

掃
」
が
8
月
25
日
（
土
）
猛
暑
の
中

9
時
、
高
島
屋
前
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
広

場
に
集
合
し
、
熊
野
副
理
事
長
よ
り

　

　
　
　
　

開
会
挨
拶
の
の
ち
行
わ   

れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
市
内
中

の
川
よ
り
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
街
・
Ｊ
Ｒ
松

山
駅
・
道
後
温
泉
街
付

近
を
参
加
者
77
名
で

各
11
か
所
に
分
散
。

　

市
民
に
も
美
化
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
松
山
市
環
境
事
業

推
進
課
よ
り
配
布
さ
れ

た
Ｐ
Ｒ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
な
が
ら
11
時
30

分
ま
で
清
掃
を
行
っ
た
。

参加者玄関前

城山公園

千舟町

　松　山　シ　ル　バ　ー(3)

クリーンアップ大作戦

市駅前坊っちゃん広場

二番町 千舟町

千舟町

城山公園でもシルバー
人材センターの山車ＰＲ



　　　　 　　　　　　　　　　
　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
お
き
ま

し
て
は
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
役
職
員
の
皆
様
か
ら
、
温
か

い
ご
支
援
並
び
に
お
励
ま
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
の
大
災
害
か
ら
1
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
三
陸
の
海
は
何
事
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
穏
や
か
に
波
打
っ
て

い
ま
す
。

 

し
か
し
未
だ
海
辺
は
荒
れ
果
て
海
水

浴
客
で
賑
わ
う
こ
と
も
な
く
、
街
の
復

旧
復
興
に
は
と
て
つ
も
な
い
年
月
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

大
津
波
に
よ
っ
て
釜
石
市
民
の
犠
牲

者
は
１
、
０
０
０
名
を
超
え
、
多
く
の

友
人
知
人
、
そ
し
て
親
族
が
被
災
し
た

地
域
住
民
の
苦
し
み
悲
し
み
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
会

員
数
４
０
０
名
中
犠
牲
者
は
６
名
、
家

屋
流
失
者
70
余
名
と
な
る
甚
大
な
被
害

と
な
り
ま
し
た
。
復
興
へ
の
活
動
は
震

災
後
ま
も
な
く
通
信
手
段
も
無
い
中
に

お
い
て
数
名
の
役
職
員
が
「
被
災
者
救

済
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
対
策
本
部
か
ら
津
波

浸
水
地
域
の
消
毒
作
業
や
避
難
所
管
理

業
務
等
の
震
災
復
旧
関
連
の
委
託
が

次
々
と
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
自
宅

が
被
災
し
た
会
員
の
方
々
も
率
先
し
て

就
業
に
協
力
し
て
く
れ
、
我
が
街
の
早

期
回
復
に
皆
が
必
死
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
シ
ル
バ
ー
事
業
は
、

公
益
性
の
あ
る
有
用
な
事
業
と
し
て
当

地
域
の
再
興
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56
年
に

設
立
さ
れ
、
昨
年
が
設
立
30
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
し
た
。
秋
に
予
定
し

て
い
た
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
予
定
会

場
が
被
災
し
た
こ
と
も
あ
り
取
止
め
と

な
り
ま
し
た
が
、
「
30
周
年
記
念
誌
」

に
つ
い
て
は
昨
年
度
末
ま
で
に
作
成
し

て
会
員
の
方
々
に
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
会
員
数
や
契
約
額
は
著
し

く
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
の
試
練
を
乗

り
越
え
地
道
に
一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
る

こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の
回
復
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
剪
定
残
材
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の

か
ら
繁
殖
し
た
「
カ
ブ
ト
虫
」
を
育
成

し
、
市
内
幼
稚
園
保
育
園
等
に
贈
る
活

動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
子
供
た
ち
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震

災
に
よ
り
市

内
公
園
の
殆

ど
に
仮
設
住

宅
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
か

ら
、
腐
葉
土

を
利
用
し
た

「
ひ
ま
わ
り

プ

ラ

ン

タ

ー
」
を
各
所
仮
設
団
地
へ
設
置
し
て
、

被
災
者
の
方
々
の
心
の
癒
し
と
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

被
災
地
域
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
街
の

復
興
に
向
け

て
新
し
い
役

割
を
担
っ
て

い

く

こ

と

が
、
公
益
目

的
事
業
を
推

進
す
る
う
え

で
重
要
で
あ

る
と
認
識
し

な
が
ら
、
遠

い
地
の
貴
セ
ン
タ
ー
様
の
応
援
に
応
え

る
よ
う
、
会
員
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

事
業
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

社
団
法
人 
釜
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

石
川　

順
子

カブト虫を喜ぶ保育園児カブト虫を喜ぶ保育園児復興事業ひまわりプランター復興事業ひまわりプランター

　松　山　シ　ル　バ　ー (4)

　

復
興
に
向
け
た
役
割
を
担
う

             

セ
ン
タ
ー
と
し
て



　

地
域
活
性
化
委
員
会

規
程(

要
旨)

　

平
成
24
年
４
月
１
日

設
置
、
施
行

○
委
員
会
の
目
的
は

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
地
域
班
活
動
を

推
進
し
、
会
員
の
就
業

確
保
及
び
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
。

○
何
を
す
る
か

　

委
員
会
は
、
前
述
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
主
に
次
の
３
点
に

つ
い
て
検
討
協
議
し
、
効

果
的
な
対
策
を
セ
ン
タ
ー

事
業
に
提
案
す
る
。

一
、
地
域
班
活
動
の
推
進
。

二
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
活

　
　

動
の
推
進
に
よ
り
、
就
業
機
会
の

　
　

確
保
。　

三
、
地
域
班
活
動
を
通
じ
て
地
域
社　

　
　

会
へ
の
貢
献
。

○
委
員
会
の
構
成
は

　

地
域
班
担
当
理
事
、
常
務
理
事
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
（
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
７
名
）
、
松
山
市
市

民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
、
地
域
活
動
担

当
以
上
の
10
名

　

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

○
シ
ル
バ
ー
会
員
同
士
の
交
流
を
通
じ

て
親
睦
を
図
る
場
を
提
供
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
地

域
社
会
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

○
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
活
動

を
通
じ
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
就
業
を

促
進
す
る
。

○
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
と
連

携
・
協
同
し
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
就
業
確

保
に
つ
な
げ
る
。

　

第
２
回
地
域
活
性
化
委
員
会
報
告

　
　
　
　

（
７
月
30
日
開
催
）

　

地
域
班
組
織
が
よ
り
活
発
化
す
る
た

め
、
地
区
単
位
の
組
織
化
を
提
案
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
委
員
会
に
改
編
案
を
協
議
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

　　

山
之
内
さ
ん
は
民
間
の
自
動
車
会

社
の
勤
め
を
経
て
定
年
に
。
退
職
し

て
「
や
れ
や
れ
こ
れ
で
呑
気
に
で
き

る
」と
思
っ
た
が
、
三
ヶ
月
で
毎
日
が

退
屈
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
知
人
の
紹
介
で
シ
ル

バ
ー
会
員
に
な
っ
た
。
68
歳
で
シ
ル

バ
ー
会
員
に
な
っ
た
も
の
の
、
一
年

く
ら
い
仕
事
の
紹
介
も
な
く
、
会
員

を
辞
め
よ
う
か
と
思
っ
た
矢
先
、
発
掘

作
業
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
、
丸
三
年
こ

れ
を
続
け
る
。そ
の
後
、
除
草
や
事
務

の
作
業
も
紹
介
が
あ
り
、
き
ち
ん
と

業
務
を
こ
な
す
。

　

そ
ん
な
就
業
態
度
が
、
お
客
様
か

ら
の
信
頼
を
集
め
、
先
方
か
ら
指
名

さ
れ
る
と
言
う
。「
シ
ル
バ
ー
か
ら
仕

事
は
紹
介
さ
れ
る
け
ど
、
仕
事
は
自

分
で
勝
ち
取
る
も
の
。
お
客
さ
ん
か

ら
の
信
用
を
築
く
の
は
一
人
ひ
と
り

で
は
」と
山
之
内
さ
ん
。

　

健
康
で
日
焼
け
し
た
お
顔
か
ら

は
、
若
さ
が
漂
う
。「
酒
･
タ
バ
コ
は

や
ら
な
い
。
体
調
管
理
に
心
が
け
毎

年
検
査
を
し
て
い
る
」と
言
う
。

　

そ
ん
な
山
之
内
さ
ん
だ
が
、
趣
味

は
カ
ラ
オ
ケ
。56
歳
頃
か
ら
始
め
、
今

で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
り
、

介
護
施
設
に
慰
問
に
行
く
と
か
。
す

っ
か
り
シ
ル
バ
ー
世
代
を
楽
し
む
山

之
内
さ
ん
で
し
た
。

　　松　山　シ　ル　バ　ー　(5)

信
用
を
築
く
の
は

　
　

一
人
ひ
と
り
の
自
覚

山
之
内　

宏
作
さ
ん
（
81
歳
）

就業中の山之内さん

　

今
年
度
も
各
地
域
に
お
い
て
実
施
す
る
地
域
懇
談
会
を
通

じ
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が
自
主
的
に
、
継
続
性
の
あ
る
地
域

独
特
の
活
動
を
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ブ
市
市

動
担

第
３
回
委
員
会
に
改
編
案
を
協

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

信
用
を
築
く
の
は

山
之
内　

宏
作
さ
ん



　　

８
月
４
日
、
松
山
市
が
行
う
中
学

生
の
国
際
交
流
で
、
女
性
会
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
お
茶
、
浴
衣
の
着
付
け

体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
韓
国
平
澤
市
か
ら
来
松

し
た
中
学
生
11
名
と
松
山
市
内
の
中

学
生
11
名
は
、
午
後
一
時
か
ら
堀
之

内
二
の
丸
庭
園
で
、
日
本
文
化
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

な
れ
な
い
手
つ
き
で
お
茶
を
た
し

な
む
中
学
生
に
乗
松
さ
ん
と
池
田
さ

ん
が
指
導
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し

て
浴
衣
着
付
け
も
行
い
ま
し
た
。

　
 

平
澤
市
と
松
山
市
の
中
学
生
一
行

は
、
そ
の
後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
三
津

浜
花
火
大
会
、
松
山
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
、
し
ま
な
み
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

を
行
い
、
五
日
間
の
交
流
会
を
終
え

ま
し
た
。

  　

昨
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た

「
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
」も
、
早

一
年
。
会
員
や
地
域
の
方
々
に
愛
さ

れ
て
集
う
場
所
と
し
て
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。　

参
加
者
も
遊
び
の
メ
ニ
ュ

ー
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
コ
ー
ラ
ス
・
生
け
花
・
陶
芸
も
始

め
ま
し
た
）
是
非
の
お
越
し
を
ス
タ

ッ
フ
全
員
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

☎
９
０
４
ー
６
７
４
５

お
茶
、
浴
衣
着
付
け
で

　
　

国
際
交
流
を
サ
ポ
ー
ト

　松　山　シ　ル　バ　ー (6)

女
性

会

員

女
性

会

員
だ
よ
り

だ
よ
り

　

和
洋
中
の
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
キ
ノ
コ
類
は
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
す
ぐ
れ
た
抗
ガ
ン
作
用
で
す
。

【
ク
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
】

①
Ｂ
や
Ｃ
な
ど
の
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
損
失
を
少
な
く
す
る
に
は
、
ゆ
で

　

時
間
は
短
く
。

②
グ
リ
ル
や
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
と
、
水
分
が
抜
け
て
甘
み
が
増
し
、
水
溶

　

性
ビ
タ
ミ
ン
が
流
失
し
に
く
い
。

③
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
変
わ
る
物
質
は
傘
の
裏
の
ひ
だ
の
と
こ
ろ
に
多

　

い
の
で
逆
さ
に
し
て
約
30
分
日
光
に
当
て
る
と
効
果
的
。

ﾋﾞﾀﾐﾝＤ効力が、ｶﾙｼｳﾑ
の吸収を高め、骨粗ｼｮｳ
症を予防

豊富な食物繊維は便秘を
解消し、肥満予防にも役
立つ

ｷﾉｺ特有の成分である
β-ｸ゙ ﾙｶﾝが免疫力を
高めｶﾞﾝ細胞の増殖を
食い止める。また、腸
の老廃物も排出させ、
大腸ｶﾞﾝも防ぐ

良いしいたけの
　選び方ﾎﾟｲﾝﾄ！

①かさがあまり開いて
　いない肉厚のもの
②かさに割れやしみが
　なく薄い茶色のもの
③湿気に弱いので、よ
　く乾いているもの
④軸が太いもの

【
キ
ノ
コ
】

キノコのホイル蒸し焼き

材料（2人前）
生しいたけ　2枚　　　レモンの薄切り　6枚
しめじ　　　1袋　　　バター少々
まいたけ　　1パック　酒　適量
えのき　　　1袋　　　塩、コショウ　適宜
～作り方～
①ホイルにバターを塗り、キノコ類を並べ塩、
　ｺｼｮｳをし、レモンを上にのせる。
②その上にバターを少量のせ、酒をふり閉じる。
③フライパンに並べ、蓋をして中火で5～6分蒸す。

出来上がり

↓
↓↓

 お茶を点てている韓国の中学生

生け花教室



　松　山　シ　ル　バ　ー(7)

手漉き和紙
体験コーナー

　
　
　
　
　

                　

　

当
夢
工
房
は
、
セ
ン
タ
ー
独
自
事
業
部
門
の

「
パ
ソ
コ
ン
夢
工
房
」
と
し
て
平
成
13
年
４

月
に
事
業
開
始
し
て
か
ら
12
年
目
に
な
る
。　

平
成
22
年
か
ら
「
印
刷
夢
工
房
」
に
改
名
し

て
い
る
。

　

就
業
人
員
は
、
セ
ン
タ
ー
会
員
４
名
（
男
性

２
名
女
性
2
名
）
で
週
三
日
適
宣
、
交
替
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

責
任
者
の
上
本
宝
さ
ん
か
ら
活
動
状
況
の
説

明
を
受
け
た
。
発
足
時
か
ら
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で

夢
工
房
の
育
て
の
親
で
あ
る
。
事
業
内
容
は

　
等
々
作
成
、
印
刷
多
岐
に
わ
た
る
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
活
用
す
る
と
こ
ろ

大
で
あ
る
。

 

以
上
事
業
内
容
す
べ
て
、
専
門
的
な
技
術
と

経
験
が
必
要
な
分
野
で
あ
る
。

 

人
生
経
験
豊
か
な
会
員
に
と
っ
て
能
力
を
発

揮
す
る
夢
の
あ
る
工
房
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
「
現
状
の
問
題
」
と
「
今
後
の

課
題
」
を
聞
い
て
み
る
と
。

な
ど
、
す
べ
て
が
「
人
材
の
育
成
と

確
保
」
で
あ
る
。

　

上
本
さ
ん
（
73
才
）
の
「
後
継
者

を
早
く
育
て
な
い
と
！
」
の
最

後
の
言
葉
が
心
に
重
く
響
い

た
。
夢
工
房
の
次
の
立
派
な

「
宝
」
と
な
る
後
継
者
の
出
現

を
切
に
祈
り
、
ま
た
皆
さ
ん
の

健
闘
を
祈
り
ま
す
。

野志市長あいさつ

ドイツフライブルグ市

エコステーション館長

　ベルクマンさん

赤飯・さざえ販売

来館者

リメイク販売

やきそばの販売

中島物産展他

　　ごみの減量をリサイクルの啓発拠点として
Re・再来館（リックル）が誕生し、7月で10年を迎え
7月28日（土）9時30分より記念イベントが実施された。
野志市長、吉田館長、ドイツのフライブルグ市エコ
ステーション館長の、ベルクマンさんの挨拶があり、
つづいて「エコステーションフライブルグ」とエコ
フレンドシップ協定式が行われた。シルバーからは
女性会員活動活性化委員による多数の作品が出展さ
れた。延べ千人の来館者があり盛況裏に終了した。

「衣・食・住で自分で出来るエコを見つけよう」

中島物産展他

昔遊び（折り紙）

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

来場者

松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

印
刷
夢
工
房

印刷夢工房の作業風景

・
名
刺　
　
　

・
文
書

・
挨
拶
状(

退
職･

転
居
）

・
年
賀
・
喪
中
状

・
案
内
状

　
　

(

同
窓
会･

イ
ベ
ン
ト)

・
ポ
ス
タ
ー

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ

・
横
断
幕
／
垂
れ
幕

・
表
示
板
類

・
古
い
写
真
の
修
復

・
セ
ン
タ
ー
会
報

事業内容

場
所　

セ
ン
タ
ー
２
階

電
話
（
０
８
９
）
９
３
３
ー
７
３
７
３

○
絵
心
・
字
心

○
デ
ザ
イ
ン
力

○
パ
ソ
コ
ン
技
術

○
営
業
力



　　

当
社
は
、
明
治
９
年（
西
暦
1
8
7
6
）

９
月
11
日
の
愛
媛
新
聞
創
刊
以
来
、

朝
刊
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
え
ひ
め
リ
ッ

ク
な
ど
の
活
字
媒
体
を
軸
に
、Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
、
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
モ

バ
イ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
駆
使
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
と
同
様
、
当
社
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
地
域
貢
献
事
業
で

す
。
そ
の
昔
、
本
社
の
屋
上
に
銀
色

に
輝
く
ド
ー
ム
型
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
愛
媛

の
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
へ
の
夢
を
育

ん
で
も
ら
い
た
い
と
始
め
た
事
業
で

し
た
。
ほ
か
に
も
、
水
泳
教
室
な
ど

の
各
種
ス
ク
ー
ル
や
、
大
型
博
覧
会
、

美
術
展
、
サ
ー
カ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
誘
致
な
ど
、
県
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
様
々
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

数
あ
る
事
業
の
中
で
高
齢
者
の
方

に
は
特
に
、
愛
媛
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
を
ご
評
価
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
「
65
歳
以
上
か
ら
の

英
会
話
」
で
は
文
字
通
り
65
歳
以
上

の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
マ
ス

タ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
「
声
に
出

し
て
読
む
源
氏
物
語
」
で
は
、
有
名

な
古
典
を
音
読
す
る
こ
と
で
日
本
語

の
美
し
さ
や
当
時
の
人
々
の
雅
な
思

い
を
豊
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
新
聞
の
販
売
店
で
は
平
成
12

年
か
ら
、
配
達
員
が
積
極
的

に
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
声
を
か
け
る
「
愛
の
ひ
と

声
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
新
聞
受
け
に
新
聞
が
た

ま
っ
て
い
た
り
焦
げ
臭
い
に

お
い
が
し
た
り
な
ど
、
普
段

と
違
う
様
子
は
な
い
か
目
配

り
し
な
が
ら
日
々
の
配
達
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
新
聞
社
は
こ
れ
か
ら

も
、
情
報
発
信
や
各
種
事
業

な
ど
を
通
じ
て
高
齢
者
が
生

き
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
奮

励
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
人
と
結
婚
し
て
二
十
五

年
、
子
供
も
大
き
く
な
っ
て

県
外
で
生
活
し
て
お
り
、
現

在
は
主
人
と
二
人
だ
け
の
毎

日
で
す
。

　

主
人
は
、
定
年
退
職
後
ぶ

ら
ぶ
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
の
こ
と
を
知
っ
て
、
講

習
会
に
参
加
し
、
入
会
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
よ
り

仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

て
、
毎
日
張
り
切
っ
て
働
い

て
い
ま
す
。

　

一
方
私
は
と
い
え
ば
、
家

計
の
助
け
に
な
れ
ば
と
思

い
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
資
格

を
と
り
、
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

を
少
し
ば
か
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
数
か
月
前
、
家
事
の
最

中
に
、
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
、
右
肩
の

ス
ジ
を
痛
め
て
、
右
腕
が
上
が
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

二
ヶ
月
間
入
院
し
、
無
事
退
院
し

た
も
の
の
ま
だ
右
腕
が
上
に
あ
が
ら

ず
、
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
る
毎
日

で
す
。

　

つ
く
づ
く
五
体
満
足
で
、
健
康
で

あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
知
る
と

と
も
に
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
主
人

に
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
申
し

訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

一
日
も
早
く
回
復
し
、
仕
事
を
再

開
す
る
と
と
も
に
、
主
人
を
助
け
、

ま
た
趣
味
も
も
ち
、
充
実
し
た
生
活

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
自
分
が
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
て
、
主
人
の
加
入
し
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
有
難
味
が
身

に
し
み
て
分
か
り
ま
し
た
。
主
人
の

目
が
輝
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
は

賛
助
会
員
で
し
か
御
手
伝
い
出
来
ま

せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
ま
す
ま
す

の
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

賛助会員紹介法人
個人

　松　山　シ　ル　バ　ー (8)
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市
街
の
多
く
が
「
松
山
平
野
」
に
展
開
す
る
松
山

市
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
高
い
山
が
な
い
。
山
の
名

が
あ
っ
て
も
、
た
か
だ
か
一
〇
〇
か
二
〇
〇
㍍
そ
こ

そ
こ
。
そ
れ
だ
け
に
、
峠
と
名
の
つ
く
所
も
少
な

い
。

 

そ
ん
な
同
市
で
、
標
高
は
二
一
二
㍍
と
低
い
が
峠

の
名
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
の
市
街
の
眺
望
が
す
こ
ぶ

る
優
れ
た
と
こ
ろ
が
、
今
回
採
り
あ
げ
る
「
瀬
戸
風

峠
」
だ
。

 

瀬
戸
風
峠
は
、
松
山
城
か
ら
北
東
へ
約
三
キ
ロ
。

道
後
温
泉
街
の
背
後
に
広
が
る
丘
陵
地
の
一
角
で
、

か
つ
て
は
伊
台
、
五
明
方
面
か
ら
道
後
へ
抜
け
る
交

通
の
要
衝
だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
年
間
、
峠
の
北

西
約
一
キ
ロ
の
白
水
峠
に

県
道
菅
沢
―
松
山
線
の
自

動
車
道
路
が
通
じ
て
か

ら
、
衰
退
し
て
い
っ
た
。

 

生
活
道
の
役
割
を
失
っ
た

峠
に
は
、
昭
和
三
八
年
、
石

手
―
下
伊
台
を
結
ぶ
自
動
車
道
が
県
営
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
畑
地
潅
漑
事
業
で
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
峠
の
北
五

〇
〇
㍍
に
伊
台
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ラ
ン

ド
が
開
設
さ
れ
、
ミ
カ
ン
狩
り
や
ド
ラ
イ
ブ
に
訪
れ

る
市
民
も
多
い
。
道
後
商
店
街
組
合
な
ど
が
設
け
た

「
道
後
村
め
ぐ
り
」
三
〇
か
所
の
最
後
の
ポ
イ
ン
ト

に
も
な
っ
て
い
る
。

 
峠
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
数
通
り
あ
る
。
南
町
の
県

民
文
化
会
館
東
側
の
道
路
を
北
進
、
白
水
台
の
信
号

を
越
え
て
三
叉
路
を
右
に
行
く
と
通
称
「
道
後
平
」

と
呼
ば
れ
る
住
宅
街
へ
出
る
。
こ
こ
を
突
っ
切
る
と

峠
だ
。

 

こ
の
道
の
途
中
、
信
号
手
前
右
の
山
田
町
の
山
陰

に
、
鷲
栄
山
妙
清
寺
が
あ
る
。
正
岡
子
規
の
朋
友

で
、
俳
誌
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
を
創
刊
し
、
子
規
、
漱

石
と
親
し
み
、
子
規
亡
き
後
も
子
規
顕
彰
に
尽
く
し

た

俳

人

・

柳

原

極

堂

の

墓

所

が

あ

る

寺
だ
。

 

極
堂
は
、
そ
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
松
山
市
最

初
の
名
誉
市
民
に
な
り
、
県
民
賞
の
初
受
賞
者
で
も

あ
る
が
、
市
民
の
認
識
度
は
意
外
に
低
い
。
道
後
駅

前
の
放
生
園
に 　

 

「
春
風
や
ふ
ね
伊
豫
に
寄
り
て
道
後
の
湯
」
の
句

碑
が
あ
る
。

 

か
つ
て
瀬
戸
風
峠
を
往
来
し
た
人
々
の
住
む
下
伊

台
地
区
へ
足
を
伸
ば
せ
ば
、
薄
墨
桜
で
有
名
な
西
法

寺
が
あ
る
。
延
暦
一
一
（
七
九
五
）
年
の
開
基
と
伝

わ
り
、
当
時
は
七
堂
伽
藍
を
備
え
、
子
院
二
二
坊
を

置
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
一
坊
も
な
い
。

 

薄
墨
桜
は
、
和
名
イ
ヨ
ウ
ス
ズ
ミ
ザ
ク
ラ
と
呼

び
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
系
の
一
品
種
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
本
堂
前
に
あ
り
、
白
色
に
微
紅
を
帯
び
る
上
品

な
花
。
昔
、
一
山
挙
げ
て
某
皇
后
の
病
気
平
癒
を
祈

願
し
て
健
康
が
回
復
し
た
こ
と
に
、
勅
使
が
薄
墨
の

綸
旨
に
桜
を
添
え
て
下
さ
れ
た
の
で
、
薄
墨
桜
と
称

し
た
と
い
う
。

 

極
堂
が
詠
ん
だ
「
薄
墨
の
綸
旨
か
し
か
き
桜
か

な
」
の
巨
大
な
句
碑
が
、
山
門
前
に
堂
々
と
建
っ
て

い
る
。
他
に
「
鳴
る

鐘
の
音
よ
き
日
な
り

初
桜
」
や
「
観
音
の

丘
へ
涼
し
き
樹
下
の

径
」
「
振
り
返
り
み

る
故
里
の
山
粧
う
」

な
ど
、
土
地
に
関
係

あ
る
俳
人
の
句
碑
も

見
え
る
。

 
 
 
 
 

　

さ
て
、
問
題
の
瀬
戸
風
峠
だ
が
、
最
も
見

晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
、
一
〇
㍍
×
四
㍍
ほ
ど
の
や

や
高
く
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
展
望
台
が
あ
る
。
し

か
し
、
煙
草
の
吸
殻
や
飲
み
物
の
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
心
な
い
来
訪
者
の
仕
業

に
眺
望
の
良
さ
も
台
無
し
だ
。

　

帰
り
は
、
来
た
道
と
は
反
対
方
向
へ
二
筋
の
道
が

あ
る
。
道
後
・
祝
谷

方
面
へ
下
れ
ば
、
松

山
藩
の
松
平
初
代
藩

主
・
定
行
公
の
霊
廟

所
・
常
信
寺
と
、
松

山
神
社
が
あ
る
。

　

常
信
寺
境
内
に

は
、
紅
白
の
萩
が
秋

の
風
に
そ
よ
ぐ
。
小
原
う
め
女
の
「
風
去
り
て
ゆ
れ

し
づ
ま
り
し
夕
桜
」
「
仰
ぐ
花
見
お
ろ
す
花
や
常
信

寺
」
と
江
戸
後
期
の

黒
田
青
菱
の
「
色
鳥

の
い
ろ
こ
ぼ
れ
け
り

む
ら
紅
葉
」
の
三
基

の
句
碑
が
あ
る
。

　

松
山
神
社
は
、
徳

川
家
康
公
と
菅
原
道

真
公
を
祀
る
。
小
高

い
社
殿
へ
立
派
な
石

段
が
あ
り
、
そ
の
途
中
に
高
浜
虚
子
の
「
し
ろ
山
の

鶯
来
啼
く
士
族
町
」
と
酒
井
黙
然
の
「
東
風
の
船
高

浜
に
着
き
五
十
春
」
の
二
句
碑
が
あ
る
。
黙
然
は
東

大
医
学
部
卒
業
後
、
大
正
九
年
、
三
八
歳
で
日
赤
松

山
病
院
長
に
着
任
す
る
。
句
碑
は
、
こ
れ
を
祝
福
し

た
俳
句
の
師
・
虚
子
か
ら
の
句
「
東
風
の
船
博
士
を

の
せ
て
高
浜
へ
」
に
応
え
た
句
で
あ
る
。
さ
ら
に
下

る
と
道
後
公
民
館
祝
谷
分
館
前
に
、　

黙
然
の
「
春

光
也
三
百
年
能
城
乃
景
」
の
句
碑
も
あ
る
。

　

も
う
一
筋
の
道
は
、
同
じ
展
望
台
か
ら
少
し
下
っ

て
か
ら
、
左
の
筋
を
進
む
と
、
石
手
寺
方
面
へ
出

る
。
双
方
と
も
極
め
て
狭
く
急
坂
な
の
で
、
運
転
は

慎
重
を
要
す
る
。

～ 

瀬
戸
風
峠 

～
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小原うめ女の句碑



　

10
月
２
日
開
催

の
若
草
会
役
員
会

で
「
秋
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
」
お
よ

び
「
忘
年
会
」
の

日
程
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

詳
細
は
、
い
ず

れ
も
本
紙
会
報
と

同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時 

11
月
20
日
(火)

行
先 

●
キ
リ
ン
ビ
ア

パ
ー
ク(

岡
山
市)

　

ビ
ー
ル
工
場
見

学
。
試
飲
が
で
き

ま
す
。

　
　

●
旧
閑
谷
学

校
（
備
前
市
）

　

日
本
最
古
の
庶
民
学
校
（
国

宝
）
。
周
囲
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で

秋
の
紅
葉
が
素
晴
ら
し
い
と
の
こ
と
。

　
　
　
　

《
本
部
》　

　

日　

時　

12
月
７
日
(金)

　

会　

場　

東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　

 

《
北
条
支
部
》

  

日　

時　

12
月
７
日
(金)

  

会　

場　

磯
之
河 

お
食
事
処

　
　

（
中
島
支
部
は
現
在
計
画
中
）

　

当
サ
ー
ク
ル
は
、
平
成
十
九
年
発

足
、
現
在
会
員
四
十
五
名
。

　

松
山
市
内
、
近
郊
に
は
優
れ
た
文

化
財
、
史
跡
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
訪

ね
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
の
す
ば
ら

し
さ
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
歩
く

こ
と
に
よ
り
四
季
折
々
の
自
然
の
移

り
変
り
を
楽
し
み
、
更
に
、
健
康
を

保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。     

 

そ
の
外
、
俳
句
を
な
さ
る
方
は
俳

材
を
探
り
、
写
真
を
な
さ
る
方
は
被

写
体
を
探
す
、
ま
た
草
花
を
楽
し
む

方
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
楽
し
み
方
も

な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。　
　
　

　

例
会
は
毎
月
第
３
日
曜
、
探
訪
地

を
訪
れ
、
予
め
用
意
し
た
資
料
を
も

と
に
訪
問
先
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
酷
暑
の
八
月
は
屋
内
行
事

と
し
「
サ
マ
ー
懇
話
会
」
を
催
す
。

今
ま
で
の
三
回
は
「
太
平
記
に
み
ら

れ
る
伊
予
の
武
将
」
を
、
今
年
は
、

「
古
建
築
の
見
方
」
を
主
題
と
し
て

実
施
し
て
お
り
、
毎
月
の
例
会
に

は
、
い
つ
も
多
数
の
方
々
の
ご
熱
心

な
ご
参
加
が
あ
る
。

　

私
達
は
、
こ
の
郷
土
の
す
ば
ら
し

さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
保
持
し

て
参
り
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

 
若
草
会

　

日
帰
り
バ
ス
旅
行

　

忘
年
会 

日
程
決
ま
る

満開の桜の下　松山城探訪

日
帰
り

　

バ
ス
旅
行

忘
年
会歴

史
・
文
化
財
探
訪
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私
は
金
融
機
関
に
永
年
勤
務
し
、
退

職
後
は
資
格
を
活
か
し
た
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
思
う
と

こ
ろ
が
あ
り
、
平
成
24

年
３
月
に
入
会
し
、
５

月
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
で
立
体
駐
車
場
の
管

理
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
の
宿
泊
客
が

多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

単
に
車
の
入
出
庫
に

対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、

誠
心
誠
意
気
持
ち
を
込

め
て
お
迎
え
、
お
見
送

り
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
は
よ
く

道
後
温
泉
や
松
山
城
へ

行
く
道
順
を
尋
ね
ら
れ

ま
す
。

「
行
っ
て
来
て
良
か
っ
た
よ
」
「
松
山

は
良
い
所
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
大

変
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
私
か
ら
は
「
又
お

越
し
く
だ
さ
い
」
「
お
気
を
つ
け
て
」

と
お
声
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
松

山
市
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ

に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
、

又
そ
う
す
る

こ
と
で

自
分

自
身
の
励
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
多
く
の
方
々
に
色
々
な
面

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
逆
に
自
分
が
出
来
る

限
り
の
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
健
康
に
気
を
付
け

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生

こ
れ
か
ら
の
人
生

堀
江
Ａ　

渡
部　

武
志

車庫出し誘導する渡部さん
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

就
業
中
の
事
故
に
よ
り
、
医
療
機
関
に

お
い
て
受
診
し
た
際
、
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
ず
全
額
自
己
負
担
と
な
る
ケ
ー

ス
が
全
国
的
に
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
業
務
上
発

生
し
た
傷
病
は
健
康
保
険
の
適
用
外
と

な
る
こ
と
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
受
託
事
業
（
請
負
・
委
任
）
で
は

雇
用
関
係
が
な
い
た
め
労
災
保
険
の
適

用
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
被
保
険
者
は
次
の
通
り

で
す
。

　

①
従
前
の
勤
務
先
の
任
意
継
続
被
保

　
　

険
者

　

②
子
供
等
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

　
　

※
対
象
外

　

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

②
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
等
、
セ
ン
タ
ー

　
　

の
雇
用
に
よ
り
就
業
し
て
い
る
会
員

　

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
対
象
者

　
　

（
75
歳
以
上
会
員
）

　

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
短
期
間
で
結
論
を
出

す
べ
く
国
の
所
轄
機
関
に
お
い
て
調
整

を
行
い
、
早
急
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
随
時
、
会
員
の

皆
様
へ
は
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
で
小
学
生
を

対
象
に
学
習
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
経
験
の
あ
る
会
員
が
、
学
校
教

育
に
則
し
て
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
ざ

す
と
共
に
、
学
習
態
度
・
生
活
習
慣
の

し
つ
け
等
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　　

随
時
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
で
学

習
教
室
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
松
山
祭
り
も
終
わ

り
、
「
暑
い
暑
い
」
と
言
っ
て
い
た
こ

と
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
、
季
節
は
秋
に
。

月
日
は
走
馬
灯
の
よ
う
に
過
ぎ
て
行
く
。

こ
の
一
年
も
、
残
り
二
ヶ
月
を
切
っ
た
。

来
年
四
月
に
は
松
山
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
も
、
公
益
法
人
に
移
行
す
る
。

◆
一
日
一
日
を
そ
れ
な
り
に
生
き
て
来

た
け
れ
ど
、
振
り
返
れ
ば
幾
つ
か
の
成

果
と
「
し
ま
っ
た
」
と
い
う
反
省
の
た

め
息
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
要
は
そ
れ
が
一

つ
の
集
ま
り
と
な
り
、
次
に
向
か
う
力

と
な
れ
ば
良
い
。

◆
わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
役

員
、
事
務
局
、
会
員
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
自
覚

し
、
会
員
憲
章
に
則
り
「
市
民
の
要
望

に
応
え
、
必
要
と
さ
れ
て
る
の
か
」
た

ま
に
そ
う
自
問
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
今
こ
そ
私
達
は
「
切
磋
琢
磨
」
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。

◆
あ
な
た
任
せ
、
社
会
の
せ
い
に
す
る

こ
と
は
容
易
い
。
け
れ
ど
、
そ
ん
な
姿

勢
や
態
度
か
ら
は
本
当
の
も
の
は
何
も

生
ま
れ
な
い
。
私
達
が
、
そ
う
自
覚
す

る
時
、
シ
ル
バ
ー
の
新
し
い
明
日
が
開

け
る
と
思
う
。
激
動
の
時
代
を
切
り
開

く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
お
け

る
会
員
の
努
力
の
無
数
の
積
み
重
ね
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
Ｍ
）

若
草
学
習
教
室独

自
事
業授業風景

◆
申
込
先

　

電　

話　
　

健
康
保
険
の
取
り
扱
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

０
８
９
ー
９
３
３
ー
７
３
７
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事
務
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